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中
国
研
究
集
刊
陽
号
（
総
3
4
号
）
平
成
十
五
年
十
二
月
九
六
ー
一

0
0
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

（三）

本
提
要
は
、
本
誌
前
掲
の
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
二
）
」

の
続
編
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
関
す
る
文

献
を
取
り
上
げ
た
。

『
郭
店
竹
簡
老
子
釈
析
与
研
究
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書

P
o

0

1
、
丁
原
植
著
、
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
一
九
九
八
年
九
月
、
三

八
七
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
子
』
写
本
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
と
注
釈
。
附
録
と
し
て
、
王
弼
本
『
老
子
』
と
楚

簡
『
老
子
』
と
の
対
照
結
果
、
お
よ
び
楚
簡
『
老
子
』
全
体
の
釈

文
を
載
せ
る
。
甲
本
は
五
組
、
乙
本
は
三
組
、
丙
本
は
四
組
に
分

け
、
今
本
『
老
子
』
の
章
立
て
に
従
っ
て
分
章
し
て
い
る
。

各
章
ご
と
に
、
先
ず
竹
簡
簡
ご
と
に
文
字
の
影
印
と
釈
文
を

掲
げ
る
。
そ
し
て
、
当
該
章
全
体
の
釈
文
、
こ
れ
に
対
応
す
る
王

弼
本
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
、
偲
変
本
を
掲

載
し
た
上
で
、
「
文
字
釈
析
」
と
し
て
、
適
宜
分
段
し
て
注
解
並
び

に
現
代
語
訳
を
施
す
。
注
解
は
単
な
る
文
字
の
考
証
に
留
ま
ら
ず
、

思
想
面
で
の
考
察
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
各
章
末
に
は
「
資
料
研

究
」
と
し
て
、
通
行
本
や
吊
書
本
と
の
関
係
な
ど
に
も
踏
み
込
ん

だ
思
想
史
的
分
析
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
特
徴
は
、
思
想
史
的
特
質
や
そ
の
成
立

過
程
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、
付
録

の
王
弼
本
『
老
子
』
と
楚
簡
『
老
子
』
と
の
対
照
は
、
王
弼
本
『
老

子
』
を
基
に
、
楚
簡
『
老
子
』
該
当
箇
所
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記

す
る
な
ど
、
今
本
『
老
子
』
と
楚
簡
『
老
子
』
の
全
容
を
通
覧
す

る
の
に
便
利
で
あ
る
。

黒

秀
教
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『
荊
門
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
研
究
』
（
雀
仁
義
著
、
科
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
十
月
、
一
九
頁
、
横
組
繁
体
字
・
簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
研
究
書
。
全
四
章
お
よ
び
附
録
・
図
版

な
ど
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
出
土
概
況
を

述
べ
、
第
二
章
で
楚
簡
『
老
子
』
と
墓
主
と
の
関
係
を
、
第
三
章

で
楚
簡
『
老
子
』
と
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老
子
』
並
び
に
今
本
『
老

子
』
と
の
関
係
を
論
じ
る
。
第
四
章
は
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
本
・

乙
本
・
丙
本
の
釈
文
及
び
注
解
。
ま
た
巻
末
に
は
、
楚
簡
『
老
子
』

検
字
表
を
付
録
し
、
竹
簡
の
写
真
版
を
掲
載
す
る
。
こ
の
内
、
第

四
章
と
検
字
表
は
繁
体
字
に
よ
る
手
稿
で
あ
る
。

本
書
は
、
楚
簡
『
老
子
』
を
、
文
物
本
（
荊
州
市
博
物
館
編
『
郭

店
楚
墓
竹
簡
』
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
と
は
異
な
っ
た
A
.

B
.
C
の
三
つ
に
再
編
し
て
い
る
。

A
は
文
物
本
に
お
け
る
『
太

一
生
水
』
と
楚
簡
『
老
子
』
丙
本
で
あ
り
、
文
物
本
『
太
一
生
水
』

該
当
部
は
、
竹
簡
の
配
列
も
独
自
の
見
解
に
よ
っ
て
改
め
て
い
る
。

B
は
文
物
本
楚
簡
『
老
子
』
乙
本
、

C
は
同
・
甲
本
に
対
応
す
る
。

著
者
は
、
楚
簡
『
老
子
』
と
馬
王
堆
漠
墓
吊
書
『
老
子
』
と
の
語

気
詞
「
也
」
の
用
法
が
基
本
的
に
一
致
す
る
の
で
、
楚
簡
『
老
子
」

は
、
『
老
子
』
の
来
源
の
一
部
分
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、

『
太
一
生
水
』
と
楚
簡
『
老
子
』
丙
本
と
を
同
一
篇
「
老
子

(
A
)
」

と
し
て
い
る
の
は
、
竹
簡
形
態
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ

の
A
の
形
成
に
つ
い
て
著
者
は
、
楚
簡
『
老
子
』
三
種
の
中
で
最

晩
期
の
も
の
と
す
る
。
ま
た

B
は
C
よ
り
後
出
で
あ
る
と
し
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、

A
.
B
.
c
三
種
の
楚
簡
『
老
子
』
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
年
代
と
著
者
と
を
異
に
す
る
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
と
推
測
し
、
ま
た
各
々
の
著
者
を
『
史
記
』
に
記
さ
れ
る

三
人
の
老
子
（
李
耳
、
老
莱
子
、
太
史
俯
）
に
比
定
す
る
な
ど
、

大
胆
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

『
荊
門
郭
店
竹
簡
老
子
解
詰
』
（
劉
信
芳
撰
、
芸
文
印
書
館
、

九
九
年
一
月
、
二
三
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
写
本
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
及
び
注
釈
、
及
び
附
録
と
し
て
載
せ
る
『
太
一
生

水
』
の
釈
文
と
注
釈
、
楚
簡
『
老
子
』
と
吊
書
『
老
子
』
及
び
王

弼
本
と
の
校
勘
、
楚
簡
『
老
子
』
及
び
『
太
一
生
水
』
の
検
字
表

か
ら
な
る
書
。

楚
簡
『
老
子
』
を
、
今
本
『
老
子
』
の
章
立
て
に
従
っ
て
分
章

し
、
各
章
頭
を
章
名
に
す
る
。
そ
し
て
章
ご
と
に
釈
文
を
掲
げ
、

九
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注
釈
を
施
し
、
思
想
面
で
の
考
察
を
行
う
。
『
太
一
生
水
』
に
つ
い

て
は
文
字
の
考
証
の
み
で
あ
る
。

本
書
の
検
字
表
は
画
数
索
引
も
付
さ
れ
て
お
り
、
楚
簡
『
老
子
』

及
び
『
太
一
生
水
』
に
お
け
る
字
句
検
索
に
便
利
で
あ
る
。
た
だ

し
本
書
の
楚
簡
『
老
子
』
の
釈
文
及
び
注
釈
部
は
、
配
列
こ
そ
甲

本
・
乙
本
・
丙
本
を
そ
れ
ぞ
れ
順
に
並
べ
て
い
る
が
、
甲
本
・
乙

本
・
丙
本
に
よ
る
分
編
は
せ
ず
、
目
次
に
は
本
書
独
自
の
章
名
を

並
べ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
検
字
表
で
は
甲
本
・
乙
本
・
丙
本

の
簡
番
号
に
よ
っ
て
そ
の
文
字
の
登
場
箇
所
を
示
し
て
い
る
た
め
、

若
干
の
不
便
さ
を
伴
っ
て
い
る
。

『
楚
簡
《
老
子
》
東
釈
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P
0

0

 3、

魏
啓
鵬
著
、
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
一
九
九
九
年
八
月
、

横
組
繁
体
字
）

一
七
七
頁
、

郭
店
楚
簡
の
道
家
系
文
献
で
あ
る
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
・
丙

本
、
並
び
に
『
太
一
生
水
』
に
対
す
る
釈
文
と
注
釈
、
そ
し
て
郭

店
『
老
子
』
と
『
太
一
生
水
』
に
関
す
る
「
研
究
札
記
」
か
ら
な

る
書
。
文
字
に
つ
い
て
、
通
仮
字
雁
解
と
部
首
検
字
を
付
す
。
ま

た
、
附
録
と
し
て
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
道
原
』
の
注
釈
と
、
『
管
子
』

水
地
篇
に
関
す
る
論
文
を
載
せ
る
。

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
は
、
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
も
に
、
今
本

『
老
子
』
の
章
立
て
に
従
っ
て
分
章
し
た
上
で
、
釈
文
及
び
注
解

を
施
す
。
『
太
一
生
水
』
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
三
節
に
分
け
て
釈

文
及
び
注
解
を
施
し
て
い
る
。

著
者
も
述
べ
る
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
丙
本
と
『
太
一

生
水
』
と
は
、
竹
簡
形
態
と
書
写
形
態
と
が
同
じ
で
あ
り
、
同
一

巻
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
楚
簡
『
老
子
』
と

『
太
一
生
水
』
と
を
併
載
し
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
の
道
家
系
文
献

を
研
究
す
る
際
に
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
楚
簡
『
老
子
』

及
び
『
太
一
生
水
』
の
竹
簡
文
字
拳
本
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
竹

簡
文
字
を
確
認
す
る
際
に
も
便
利
で
あ
る
。

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
《
老
子
》
校
読
』
（
侯
才
著
、
大
連
出
版
社
、

一
九
九
九
年
九
月
、
五
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
『
老
写
本
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
及
び
注
釈
。
序
文
は
「
老
子
及
其
思
想
的
再
発
現
」

と
題
す
る
論
考
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
附
録
と
し
て
、
楚
簡
『
老

子
』
及
び
『
太
一
生
水
』
の
、
楚
文
字
を
釈
定
し
た
「
実
録
」
と
、

著
者
に
よ
っ
て
校
勘
さ
れ
た
釈
文
と
を
載
せ
る
。

本
編
の
釈
文
及
び
注
釈
は
、
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
も
に
、
今

(98) 



と
し
て
郭
店
楚
簡
全
般
に
つ
い
て
概
論
を

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
『
老
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
及
び
注
釈
、
並
び
に
論
文
及
び
郭
店
楚
簡
関
係
論

著
目
録
か
ら
な
る
書
。

初
め
に
、

『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』

思
想
文
化
学
研
究
室
、
九
九
九
年
十
一
月

和
文
）

池
田
知
久
著
、
東
京
大
学
文
学
部
中
国

日
、
三
六
九
頁
、
縦
組

本
『
老
の
章
立
て
に
従
っ
て
分
章
す
る
。
そ
し
て
章
ご
と
に
、

初
め
に
竹
簡
写
真
と
釈
文
と
を
掲
げ
、
次
い
で
注
釈
を
施
し
て
現

代
語
（
中
国
語
）
訳
を
行
な
い
、
そ
し
て
最
後
に
「
読
記
」
と
題

す
る
思
想
面
で
の
考
察
を
述
べ
る
。
著
者
は
楚
簡
『
老
子
』
を
、

老
子
本
人
も
し
く
は
そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
春
秋
末
期
に
形
成
さ
れ
、

基
本
的
に
完
成
し
て
い
る
古
抄
本
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
『
太
一
生

水
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
思
想
は
老
子
に
由
来
す
る
も
の
で
、
や

は
り
春
秋
末
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

竹
簡
写
真
は
、
当
該
部
ご
と
に
切
り
出
し
て
、
釈
文
・
注
釈
の

付
近
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
文
字
も
鮮
明
で
あ
る
の
で
、
楚
簡
『
老

子
』
の
楚
文
字
を
確
認
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
た
だ
し
一

生
水
』
に
つ
い
て
の
注
釈
は
行
っ
て
い
な
い
。

述
べ
、
特
に
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
、

戦
国
後
期
、
紀
元
前
二
七
八
年
前
後
も
し
く
は
そ
れ
以
降
と
す
る

見
解
を
示
す
。
次
い
で
郭
店
楚
簡
関
係
論
著
の
目
録
を
、
論
文
集
、

著
書
、
論
文
、
新
聞
記
事
・
会
報
、
学
会
発
表
に
分
類
し
て
掲
載

す
る
。本
編
の
内
、
第
一
編
は
「
形
成
途
上
に
あ
る
最
古
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
の
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
」
と
題
し
た
論
文
で
あ
り
、
著
者
は

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
を
、
す
で
に
成
書
さ
れ
て
い
た
『
老
子
』
五

千
言
の
一
部
分
で
は
な
く
、
な
お
形
成
途
上
に
あ
る
『
老
子
』
最

古
の
テ
キ
ス
ト
と
結
論
付
け
て
い
る
。
続
く
第
二
編
か
ら
は
、
郭

店
楚
簡
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
の
釈
文
及
び
注
釈
で
あ
る
。

今
本
『
老
子
』
の
章
立
て
に
従
っ
て
分
章
し
、
さ
ら
に
竹
簡
に
よ

っ
て
分
段
し
た
釈
文
を
載
せ
、
そ
れ
を
訓
読
し
て
注
解
す
る
。
巻

末
に
は
付
録
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
全
文
を
載
せ
る
。

本
書
は
、
二

0

0
三
年
時
点
で
唯
一
の
和
文
に
よ
る
楚
簡
『
老

子
』
の
研
究
書
で
あ
る
。
ま
た
関
係
論
著
目
録
も
、
刊
行
年
月
日

順
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
研
究
史
を
追
う
の
に
便
利
で
あ
る
。

『
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
校
読
』
（
彰
浩
編
、
湖
北
人
民
出
版
社
、

0
0
0
年
一
月
、
一
九
二
頁
、
縦
組
繁
体
字
）
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郭
店
楚
簡
の
三
種
の
子
』
写
本
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
及
び
注
釈
。
ま
た
楚
簡
『
老
子
』
と
他
の
『
老
子
』

諸
本
と
の
対
照
、
竹
簡
写
真
の
一
部
を
載
せ
る
。

甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
も
に
、
「
校
読
」
と
題
す
る
章
で
、
適
宜

分
段
し
つ
つ
注
釈
を
行
な
う
。
そ
し
て
「
校
定
」
と
題
す
る
章
で
、

「
校
読
」
に
お
け
る
結
果
を
踏
ま
え
た
釈
文
を
載
せ
て
い
る
。
楚

簡
『
老
子
』
と
他
の
『
老
子
』
諸
本
と
の
比
較
対
照
は
、
楚
簡
『
老

子
』
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
、
王
弼
本
、
河
上

公
本
、
龍
興
観
本
（
即
ち
景
龍
碑
本
。
唐
•
景
龍
碑
二
年
[
七

O

八
]
河
北
易
州
龍
興
観
道
徳
経
碑
）
を
、
今
本
『
老
子
』
の
順
に

従
っ
て
適
当
な
句
に
分
け
て
並
べ
て
い
る
。

『
老
子
』
諸
本
の
対
照
で
は
、
そ
の
伝
本
に
お
い
て
欠
い
て
い

る
文
字
を
「

O
」
、
楚
簡
『
老
子
』
及
び
吊
書
『
老
子
』
の
欠
損
し

て
い
て
不
明
な
箇
所
を
「
口
」
で
示
し
て
、
各
伝
本
間
の
字
句
の

相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
竹
簡
写
真
は
甲
本
の
一

部
分
の
み
で
あ
り
、
写
真
も
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
簡
文

字
を
確
認
す
る
際
に
は
他
の
文
献
が
必
要
と
あ
る
。

『
郭
店
楚
簡
老
子
校
釈
』
（
磨
名
春
著
、
清
華
大
学
出
版
社
、

0
三
年
六
月
、
五
七
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

ニ
O

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
『
老
子
』
写
本
（
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
注
釈
書
。
甲
本
は
五
編
十
九
章
、
乙
本
は
三
編
八
章
、

丙
本
は
一
編
四
章
に
分
け
て
い
る
。
今
本
『
老
子
』
の
章
立
て
に

従
っ
て
分
章
し
て
い
る
が
、
章
番
号
は
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
記

載
順
に
対
応
し
て
い
る
。

先
ず
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
楚
文
字
を
釈
定
し
た
上
で
、
適

宜
分
段
し
な
が
ら
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
、

王
弼
本
、
河
上
公
本
、
偲
変
本
、
疸
応
元
本
、
景
龍
碑
本
と
校
勘

す
る
。
次
に
文
字
の
釈
読
に
つ
い
て
、
本
書
に
先
行
す
る
諸
研
究

を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
案
」
と
し
て
著
者
の
見
解
を
述

べ
、
そ
の
上
で
釈
文
を
決
定
し
、
そ
の
節
全
体
の
現
代
語
（
中
国

語
）
訳
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
章
末
尾
に
は
、
思
想
史
特
質

に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
を
ま
と
め
る
。

な
お
本
書
の
刊
行
は
二

0
0
三
年
六
月
で
あ
る
が
、
巻
頭
の
著

者
前
言
は
二

0
0
一
年
七
月
三
一
日
と
あ
り
、
参
照
し
て
い
る
先

行
研
究
は
二

0
0
一
年
二
月
の
も
の
が
最
新
で
あ
る
。
従
っ
て
、

楚
簡
『
老
子
』
に
つ
い
て
の
最
新
研
究
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
が
、
本
書
に
お
け
る
文
字
の
考
証
は
極
め
て
詳
細
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は
縮
小
版
な
が
ら
も
竹
簡
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
研
究
の
重
要
な
基
礎
的
文
献
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

(100) 


